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新潮社による当社記事に関する注意喚起のお知らせ 

 

 

本日、新潮社が掲載しました記事において、当社に関する虚偽の情報が含まれておりま

すことから、株主様をはじめとする当社利害関係者の皆様に以下の通り注意喚起申し上げ

ます。 

 

 当社は、国際会計基準（以下、「IFRS」といいます。）を採用しており、毎期のれんの減

損テストを実施していますが、IFRSにおいては、各資金生成単位（単位グループ）の処分

コスト控除後の公正価値もしくは使用価値のいずれか高い金額を回収可能価額として使用

することとされております。この点、同記事においては、当社子会社の ROE と上場会社平

均 ROE を単純に比較することにより、当社連結会計上ののれんに価値がなく、当社が連結

債務超過状態にあると結論づけられておりますが、その言説は、IFRS はもとより一般的会

計知識を著しく欠く、全くもって虚偽のものです。 

 

 また、同記事においては、当社連結会計上ののれんの取扱に関する見解の相違を理由と

して、当社が会計監査人の変更を行ったかのような言説がありますが、監査法人の変更に

ついては昨年以前より検討していたものであり、長年に亘り当社の会計監査を担って頂い

たあずさ監査法人とも円満に監査契約を終了しております。 

 

当社は、本日掲載の記事に関し、虚偽の報道によって当社の名誉・信用を棄損するもの

として、新潮社に対する法的措置を講じてまいる所存です。 

 

以上 


